
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 留学先大学について

1-1. 留学先大学の「学期」について 
学年開始月日：  月  日

学年終了月日：  月  日

学期：

① 月  日～  月  日

② 月  日～  月  日

③ 月  日～  月  日

④ 月  日～  月  日

1-2. 留学先大学の特長，人気のある分野等 

1-3. 留学先大学のサポートについて記入してください。 
語学面でのサポート：

勉学面でのサポート：

精神面でのサポート：
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  住居・生活面でのサポート： 
 
 
 
  課外活動のサポート： 
 
 
 
1-4.  神戸大学の所属学部・研究科にて「単位認定」を申請する予定ですか。 
                  はい              いいえ 
 
2. 住居 
2-1. 住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。（気をつけること等） 
 
 
 
 
 
 
3. 生活について 
3-1. 保険について 

どのような種類の保険に加入したかを教えてください。 
 
 
 
また，上記以外で加入した保険があれば，ご記入ください。（留学先の国・大学が義務付けている保険等） 
 
 
 

3-2. ＰＣ（パソコン）について 
   PCの保有の状況：□日本から持参した □現地で購入した □保有しなかった 
   住居内のインターネットへの接続の可否：□接続できた  □接続できなかった 
   住居内でインターネットに接続していた場合，プロバイダー，料金等について記入してください。 
 
 
 
   大学でのPCの使用の可否：□使用できた □使用できなかった 
   大学でPCを使用していた場合，施設の場所や日本語環境等について記入してください。 
 
 
 
3-3. 医療について 
   留学中に病院に通いましたか。医療費等について記入してください。 
 
 
 
   健康管理あるいは衛生面について特に注意すべきこと。 
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3-4.  銀行口座等について 

留学先でお金を引き出せるように，どのように準備・手続きしましたか。 

 
 

 
3-5.  異文化体験について 

留学先の文化・社会（習慣の違い等）について記入してください。 
 
 
 
大学外の現地の人々と，どの程度コンタクトをもちましたか。 
 
 
 
課外活動（ボランティア，インターンシップ，アルバイト等）をしましたか。 
 
 
 
留学先の「町」についてコメントがあれば，記入してください。（安全性，外国人への態度等） 
 
 

 
3-6. 留学期間中に就職活動をしましたか。就職活動をした場合，教えてください。 
 
 
 
 
4. 経費について 
4-1.  奨学金を受給していた場合，奨学金についてご記入ください。 

（財団等名）           ，           円／月 

 

 

5. アドバイス及び感想 
5-1. 現地で参考となった留学先国の情報（出版物，ホームページ）を記入してください。 
 
 
 
5-2. 日本から持参すると良いと思われるものがあれば，記入してください。 
 
 
 
5-3. 留学することによって得られたことについて記入してください。（語学力の向上，キャリアパスの明確化，

異文化理解等） 
※ 語学力については，差し支えの無い範囲で，留学前と帰国後の客観的な指標を教えてください。 

留学前：（        ）    点→帰国後（        ）   点 
 
 
 

 

（現地で口座開設、キャッシュパスポート利用等） 

その他（渡航費等の支給）            円
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5-4. 振り返ってみて，何が最大のトラブルでしたか。 
 
 
 
 
 
 
5-5. 留学前，留学期間を通じて，神戸大学のあなたへのサポートは適切でしたか。神戸大学への要望があれば 

記入してください。 
 
 
 
 
 

 
5-6.  本留学プログラムを後輩に薦めますか。薦める場合・薦めない場合ともに，理由を記入してください。 
 
 
 
 
 
 
5-7.  留学全体を振り返って，以下の質問に答えてください。 
（５段階評価，５が最も高い評価，１が最も低い評価） 

・留学先大学の授業の「質」（内容，レベル等）に満足しましたか：     
・留学先大学の学生サービスに満足しましたか：    
・留学先の住み心地（安全性等）に満足しましたか：    
・住居の「質」（広さ，料金等）に満足しましたか：    
・全体として留学に係る費用は安かったと思い，満足しましたか：    
・神戸大学の留学に係るサポートに満足しましたか：    
・留学全体の総合的な評価：    
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
授業について                                                  
留学中に履修した授業について記入してください。 
No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも含

めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
授業（カリキュラム等）のクラスのサイズ，成績評価，現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
 
費用について                                               
留学期間を通して必要だった費用を記入してください。（概算で結構ですので，円価で記入してください。） 
 ・航空運賃：                 
・住居費：（月額）         ×（留学月数）   ヶ月 ＝            
・食費： (月額）         ×（留学月数）   ヶ月 ＝            
・保険料：            
・その他：            
合計：           （留学期間全体の費用） 

 

（現地語・和訳） 
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その他 自由に記入してください。（800字～）                                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


	fill_2: 
	email: 
	fill_17: 9
	fill_18: 25
	fill_19: 2
	fill_20: 11
	fill_21: 9
	fill_22: 25
	fill_23: 2
	fill_24: 11
	fill_25: 
	fill_26: 
	fill_27: 
	fill_28: 
	fill_29: 
	fill_30: 
	fill_31: 
	fill_32: 
	fill_33: 
	fill_34: 
	fill_35: 
	fill_36: 
	fill_37: ブリュッセル自由大学にはオランダ語系のVUBとフランス語系のULBの二つの大学がありますが、私が留学していたのはVUBです。英語の授業が充実しており、学部にも依りますが留学生が選べる授業の選択肢も豊富であることが特徴です。
	fill_38: 大学が提携している語学学校(ACTO)。大学の教室で授業が行われており、本大学の生徒であれば半額程度で受講できました。
	undefined_2: study guidance center があり、勉学面に関する相談やアドバイスを聞く環境が整っていました。
	undefined_3: 留学生をサポートする学生団体があり、留学生向けのイベントなどが定期的に行われていました。
	fill_1_2: 寮の手続きは現地到着前に完了していたので安心して出発することができました。寮ではない住居を借りる際にも、Brik など大学付近で学生向けの部屋を紹介している賃貸会社が大学のhpで閲覧できます。
	undefined_4: オリエンテーション期間はもちろん、授業期間の間随時ワークショップや留学生向けのイベントの情報が公開されました。
	21: 私はキャンパス内にあるU-Residenceという寮に住んでいました。建物は新しく、快適で、大学や駅からもかなり近く便利な場所にありました。部屋はオートロックで安全面でも良かったです。ただ人気があり部屋数にも限りがあるため、寮の申請が遅ければ入寮できなかったという話も聞いたので、寮を希望する場合は早めの申請をお勧めします。
	fill_4: 学研災付帯海外留学保険（「付帯海学」）（神戸大学指定の保険）
	undefined_5: 
	toggle_1: Off
	toggle_2: Off
	toggle_3: Off
	toggle_4: Off
	toggle_5: Off
	fill_6_2: 少し接続が悪い時もありましたが、部屋に無線wifiが通っていました。家賃に含まれていたので、追加で料金はかかりませんでした。
	toggle_6: Off
	toggle_7: Off
	fill_7_2: 図書館やPC roomなどにPCがありましたが、キーボードの配列が日本と異なるため、ほとんど利用しませんでした・
	fill_8_2: 通っていません。
	undefined_6: 水道水や野菜、肉なども基本的に安全で、日本と同様に扱うことができました。生卵は食べないほうが良いようです。
	fill_3: 半年だったので現地では口座を開設しませんでした。現金はキャッシュパスポートとDevitカードから引き出していました。
	undefined_7: スーパーや店は日曜日と祝日はかなり閉まっています。ブリュッセルの公用語はフランス語とオランダ語ですが、ほとんどの人と英語で問題なくコミュニケーションを取ることができました。
	fill_5_2: ルーヴァンやゲントの大学の日本語学科の生徒とは会う機会も多かったです。
	undefined_8: 特にしていません。
	fill_7_3: ブリュッセル中心部の観光地は、特に夜遅くは治安に気をつけたほうがいいです。大学付近は郊外で落ち着いていたので、安全に暮らせました。多様な人種が混合している町なので、外国人に対して寛容で慣れているように感じました。
	undefined_9: 1月ごろはESの提出やビデオ面接を行っていました。
	fill_1_3: JASSO
	52: 地球の歩き方、ベル通(ベルギー情報サイト)
	undefined_11: たこ足ハンガー
	fill_11_2: 毎週予習としてかなりの論文を読み、課題を行っていたこと、また普段の生活の中で英語力はかなり上がったように感じます。また外国語「で」学ぶことで、専門の内容をより深く理解するようになり、扱う文献の幅も広がりました。留学を通して、物事を多角的に捉え、考えたうえで何かを判断すること、そしてそこから自分の意見を持つ重要性を学びました。
	54: 寮のwifiが何度か故障して、その時期には家でネットが使えず、課題や連絡を取る際にも苦労しました。その都度寮のオーナーに伝え、しばらくしたのちに使えるようになりました。
	fill_9_2: 留学前から指導教員の先生には大学や町の情報を教えていただいたり、国際交流課の方にも何度も留学先の大学にコンタクトを取っていただき、非常に助かりました。
	fill_10_2: 私は後輩にも本プログラムにぜひ挑戦してほしいと思います。留学には様々なスタイルがありますが、交換留学生として行くことで、勉強面でも生活面でも様々なサポートを受けることができました。国や地域も様々な大学と提携しており、選択肢も充実している本大学の交換留学プログラムをぜひ活用してほしいと思います。
	fill_1_4: 4
	fill_2_2: 4
	fill_3_2: 4
	fill_5_3: 3
	fill_4_2: 4
	fill_6_3: 4
	fill_7_4: 4
	fill_21_2: Intercultural Communication
	fill_22_2: Philippe Humblé
	fill_23_2: 留学生の割合は約半分。予習やテストは特になく、評価はレポートの提出。
	fill_24_2: Gender, Politics and Diversity
	fill_25_2:  Karen CELIS 
	fill_26_2: 毎週約70～80ページの論文を予習。教授にフィードバックをもらいながら、4000～5000wordsのレポートを最後に提出。オーラルテストもあり。
	fill_27_2: Media, Nationalism and Public sphere
	fill_28_2: Oleksandra SELIVERSTOVA 
	fill_29_2: 毎週2～3本の論文を予習。授業を受けた後課題が出され、次週までに提出。最後に記述形式のテストもあり。
	fill_30_2: Dutch
	fill_31_2: Lauren Dethier
	fill_32_2: 留学生に向けた、オランダ語初心者向けの授業。会話やリスニングも多い。
	fill_33_2: 
	fill_34_2: 
	fill_35_2: 
	fill_36_2: 
	fill_37_2: 
	fill_38_2: 
	fill_39: 
	fill_40: 
	fill_41: 
	fill_42: 
	fill_43: 
	fill_44: 
	fill_45: 
	fill_46: 
	fill_47: 
	fill_48: 
	fill_49: 
	fill_50: 
	fill_51: 上記の2と3のコースは学部生と大学院生の生徒どちらも受講しているため、専門性が高く、予習やテストで求められるレベルも高い。すべて講義形式の授業だがクラスのサイズがそれほど大きくないので、学生は活発に質問をする。また日本人がほかにいないので、教授から日本の事例に関して質問を投げかけられることもある。

	fill_11_3: 90,000
	fill_12_2: 69,000
	fill_13: 5
	fill_14_2: 345,000
	fill_15_2: 50,000
	fill_16_2: 5
	fill_17_2: 250,000
	fill_18_2: 
	fill_19_2: 350,000
	fill_20_2: 1,035,000
	fill_1_6: 半年間のベルギーにおける留学生活は、自分の人生にとってかけがえのないものとなりました。私が学んだことは大きく二つあります。まず、自分から主体的に動く重要性です。新しい環境で学び、生活する時間を充実したものにするには、自ら何が必要かを考えて、行動する必要があると痛感しました。語学面や精神面などの不安はもちろんありましたが、それ以上に自分の意思をはっきりと相手に伝えようとする姿勢、行動によって状況は大きく変わることを経験しました。日本人は周りにおらず、今までの当たり前が通用しない環境であるからこそこのことに気づかされ、多少の困難や失敗も懲りずに楽しんで解決する力を身につけられたと感じています。二つ目は物事を多角的に捉えて考える重要性です。特にベルギーには多様な人種、言語、宗教の人々が共存して生活しており、その価値観や考え方の違いに驚くことも多々ありました。そのような環境に身を置くことで、例えば社会学的な事象から日々のニュースに対する意見まで、様々な観点から考察する必要があると感じました。常識や一般的な考えを鵜呑みにするのではなく、幅広い知識を踏まえたうえで理解する重要性に気づけたのは、今後の学習活動においても大いに生かせると考えています。ある一定期間以上今までの生活を離れて、勉強に必死に打ち込み、また学術面以外からも毎日多くの人々との交流の中でたくさん考え、発見できる本プログラムに参加した経験は、今後の研究また社会に出てからも生かせると確信しています。次の重要なステップにつなげれるよう、今後も精進していきたいと考えています。またこのよう充実した留学生活を送れたのも、神戸大学の様々なサポートあってのことでした。奨学金をはじめ入学手続きや履修登録のサポートなど、交換留学で行くメリットは非常に大きいと感じています。今後留学を考えている人は、自分の専門分野の国やその分野に強い大学との協定があれば、交換留学に挑戦することをお勧めします。

	Group1: Off
	fill_1: 
	fill_5: ブリュッセル自由大学
	fill_6: Economic and Social Sciences and Solvay Business School
	fill_7: 学部生
	fill_9: 2017
	fill_10: 9
	fill_11: 2018
	fill_16: 14
	fill_12: 国際文化学部
	undefined: 4
	fill_14: 2018
	fill_15: 2
	fill_8: 2
	Text1: 2
	Text2: 
	Text3: 
	Text4: 
	Text5: 
	Text7: 
	Text8: 
	Text9: 
	Text10: 
	Text11: 3
	Text12: 6
	Text13: 6
	Text14: 
	Text15: 
	Text16: 
	Text17: 
	Text18: 
	Text19: 
	Text20: 
	21Text1: 約50人
	Text22: 約100人
	Text23: 約15人
	Text24: 約20人
	Text25: 
	Text26: 
	Text27: 
	Text28: 
	Text29: 
	Text30: 
	Text211: 3
	Text311: 2
	Text411: 2
	Text511: 
	Text611: 
	undefined_10: 8万
	undefined_12: 


